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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、世界的にユニークな音韻である日本語促音「っ」を例に、書記シス
テムが音声知覚に及ぼす影響を実験的に明らかにすることであった。（１）日本語、イタリア語、オランダ語話
者の言語間比較、（２）日本の5歳～8歳児での発達的変化、の２つのアプローチから、日本語話者はすべての促
音を「無音の一拍」ととらえる傾向があり、この傾向は、幼児ではカナ読み書き能力が高まるほど明瞭であるこ
とが分かった。

研究成果の概要（英文）：We investigated the influence of orthography on speech perception by using 
Japanese geminate consonants (/kk/ and /ss/). Geminate consonants may be regarded as “long 
consonant” in some languages (e.g., Italian), whereas literature suggested that it is perceived as 
“silence” in Japanese. We took two approaches: (1) Cross-linguistic comparison of Japanese, 
Italian, and Dutch adult speakers. (2) Developmental examination of Japanese children aged 5 to 8 
years. The results indicated that adult native speakers of Japanese tend to perceive all geminate 
consonants as “silence” even when there exist acoustic energy (/ss/), and this tendency in 
children was associated with higher ability of reading and writing kana letters. 

研究分野：認知心理学、認知発達心理学、音声知覚
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１．研究開始当初の背景 
過去 20 年間に蓄積された言語間比較研究
によれば、母語に存在する音韻の音響的特徴
や、母語における音声分節化の様式は、音声
知覚に大きな影響を与える（Cutler, 2012）。
たとえば、日本語では、ひらがな１つ分の心
理的時間に相当するモーラ（拍）が分節化の
単位であること、日本語モーラの基本は母音
＋子音であり、子音＋子音は日本語において
通常生起しないことが大きな特徴である。そ
のため、日本語母語者の外国語の聞き取りに
おいて、「母音の挿入」（igmo→igumo）が生
じる（Depoux et al., 1999）。また、子音や母音
の時間長によって意味が変わる語の対の多
さは日本語の特徴であるが、非母語者にとっ
てはそれらの区別が難しいことが知られて
いる（Sadakata & Sekiyama, 2011）。なかでも、
分節化の観点から興味深いのは、促音「っ」
である。非母語者にとって困難な促音の有無
（しっかく、しかく）の知覚は、日本語母語
成人にとってごく容易であるが、日本語母語
者の促音の音韻表象がどのようなものか、ま
だよくわかっていなかった。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、世界の言語音のなかでも
ユニークな音韻である日本語促音「っ」を例
に、書記システムが音声知覚に及ぼす影響を
実験的に明らかにすることであった。日本語
の促音には、音響的に２種類が存在し、促音
部分が無音のもの（あっく）と、摩擦音が持
続するもの（あっす）がある（図１）。しか
し、応募者らの先行研究では、日本語母語成
人はすべての促音を「無音の一拍」として捉
えていることが示唆され、これは非母語者で
あるオランダ人の結果とは大きく異なって
いた。本研究では、日本人が示す促音部の有
音/無音への鈍感さは、促音をすべて「っ」と
表す日本語の書記システムと関係している
という仮説のもとに、書記システムが異なり
音響的に類似しているイタリア語との比較、
文字学習途中の小学生での発達的変化の検
討をおこなうことを目標とした。 

 
 
３．研究の方法 
研究目的を達成するため、以下のように言
語間比較研究と発達研究の２つの項目につ
いて研究を実施した。 
【言語間比較研究】 
目的：日本人が摩擦音促音部の有音/無音の区

別に鈍感であるのは、「っ」という書記表象
のためであるという仮説を検討することを
目的とした。このために、二重子音/ss/が存在
するが「っ」に相当する書記表象をもたない
イタリア語の母語者と、日本語母語者を比較
した。 
被験者：日本語を母語とする熊本大学生 20
名と、イタリア語を母語とするトレント大学
生 20名が実験に参加した。 
刺激：摩擦音の促音/ss/を含む無意味語(例：
/assu/)と、促音部分に持続する摩擦音を除去
した刺激(例：/a_su/)（図２参照）、またディ
ストラクターである破裂音の促音/kk/を含む
同様の刺激（例：/akku/）を、日本語母語話
者、イタリア語母語話者、各７～８人につい
て作成した。 

 
知覚課題：２種類の音韻知覚課題を実施した。
１つは個人のもつ音韻表象との対応づけが
求められる分類課題、もう１つは刺激間の比
較だけで判断可能な弁別課題であった。 
分類課題：Dehaene-Lambertz  et al (2000)が用
いた音韻分類課題に準じた。1 試行につき異
なる発話者による 5 回の刺激呈示を行った。
5 回の呈示のうち、最初の 4 回は先行刺激と
して同一語を呈示し、5 回目のテスト刺激に
は３つの場合を設定し、被験者に先行刺激と
テスト刺激との同異判断を求めた。図３の例
では、/assu/以外のテスト刺激が提示された場
合、「違う」と判断すると正答となるが、日
本語母語者の場合、応募者らの先行研究から、
テスト刺激/a_su/で高い誤答率（/assu/と/a_su/
の混同）が観察されると予想された。イタリ
ア語母語者の場合、「っ」に相当する文字が
ないことから、混同は少ないと予想していた。 

 

弁別課題：音韻的ラベルづけに依存しない弁
別の感度を測定できるとされる Gerrits and 
Schouten (2004)の課題に準じた。異なる発話

図１ 日本語に存在する２種類の促音 

（上段は促音部が無音、下段は促音部が有音） 

図２ 実験操作 

（上段の刺激の促音部を無音にしたのが下段） 

日本人は両者を混同しがちである。 

図３ 分類課題の模式図 



者による４回の刺激提示をおこない、４つの
なかに必ず他と異なる語が１つだけ含まれ
るので、それが２番目か３番目かを判断する
ように被験者に教示した。模式的に書くと、
ABAA または AABA の刺激系列が 50％ずつ
の確率で出現した。文脈刺激 A を/ss/または
/_s/とし、逸脱刺激 Bには/ss/、/_s/、/kk/の３
つの条件を設定した。この課題は、「必ず違
うものが含まれる」と教示することにより、
第１刺激との音響特徴の相対的差異が大き
い方を選ぶ過程が生じると考えられ、被験者
個人のもつ音韻表象に必ずしもアクセスせ
ずに答えることができるので、A が/ss/で B
が/_s/の場合でも、日本語母語者とイタリア語
母語者は同様に高い正答率を示すと予想し
た。このことにより、分類課題における日本
語母語者の/ss/と/_s/の混同が、単に音韻聴取
能力が低いことによるのではなく、カテゴリ
ー化における母語に特化した音韻表象への
同化によることを示すねらいがあった。 
 
【発達研究】 
目的：小学校低学年では、図５のように「た
のしかった」と発声しながら「たのしかた」
と「っ」を脱落させて文字表記するケースが
かなりみられ、促音の音韻表象が未発達であ
る（国立特別支援
教育総合研究所 , 
2008）。そこで、本
研究では、文字を
覚えかけの子ども
におけるカナ文字
習熟度と促音音韻
表象との関係を検
討することを目
的とした。 
 
被験児：当初、
日本語母語の小学生１年生と３年生を対象
としていたが、１年生ですでにカナ文字習得
がかなり進んでいることがわかったため、就
学前の４～６歳児でも実験をおこなった。各
年齢群で、20名以上の被験児を集めた。 
 
知覚課題：用いた課題は大学生の場合と同様、
音韻分類課題と音韻弁別課題であったが、予
備実験によって子ども用に最適化したもの
であった。子ども用には、分類課題における
系列の長さを短くしたり、全体に試行数を減
らしたり、ただ音を提示するだけではなく、
試行開始時に楽しいイラストも合わせて視
覚提示したりした。 
読み書き能力の測定：特殊モーラ（促音、撥
音、拗音など）を中心に読み書き能力を測る
検査を実施した。 
 
４．研究成果 
【言語間比較研究】 
音韻分類課題において、イタリア語の母語
者では、日本語母語者のような摩擦音促音部

の有音・無音への鈍感さはみられなかった
（図５）。音韻弁別課題では、両群はともに
正確に課題を遂行していた。このことから、
日本語母語者の促音部の有音・無音への鈍感
さは、すべての促音を「っ」と同じ文字で表
記する書記システムと関連している可能性
がある。この結果は、音声知覚への書記シス
テムへの影響を研究する端緒を開くもので
ある。この研究成果を論文化し、英文査読誌
に掲載した。 

 
【発達研究】 
 小学校低学年（１年生と３年生）において
は、音韻分類課題の成績とカナ文字読み書き
習熟度検査の成績との間に、弱い負の相関が
認められた。すなわち、摩擦音促音部の有
音・無音の区別への鈍感さがカナ読み書き能
力の上昇と関連していることが示唆された。
ただし、小学校１年生は音韻表象の関与が重
要ではない音韻弁別課題でも誤りが多く、刺
激の選定にさらに注意が必要なこと、また、
読み書き能力検査では、小学校１年生でも誤
りが少ないことがわかった。 
 以上の結果を受けて実施した４～６歳児
を対象とした改良版の実験では、５歳以上で
今回の課題や検査が適用できることがわか
った。５～６歳児のデータの暫定的な分析の
結果、その結果、ひらがなを覚えかけの５～
６歳の子どもは促音の書き取りが苦手であ
ること、また促音の書き取りテスト、および
かなの読みのテストの成績が高い子どもほ
ど、日本人の大人同様に「っ」を無音の一拍
と混同する傾向にあるという、興味深い結果
が得られた。現在、さらなるデータ分析をお
こなっているところである。 
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